
中
央
ア
ジ
ア
で
観
る

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ

エッセイ 千字文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
府
生
ま
れ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
史
上
最
年
少
で
装

苑
賞
受
賞
。
パ
リ
コ
レ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

な
ど
世
界
各
地
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
お
こ
な

う
。
オ
ペ
ラ
、ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ・ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル《
太

平
洋
序
曲
》（
ト
ニ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
） 

、
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
花
火
の
デ
ザ
イ
ン

等
も
手
掛
け
る
。
毎
週
日
曜
日 

17
時
よ
り
T
B
S

ラ
ジ
オ
で
「
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
M
A
S
A
C
A
」
を

放
送
。

 1    

 1 エッセイ　千字文 

	 	 中央アジアで観る「カーネーション」
	 	 コシノジュンコ

 	 特集		異国をまとう
 2  異国装考	
	 	 	丹羽 典生

 4  アフリカにおける「白い人」	
	 	 	佐々木 重洋

 5  黒い聖母は誰のものか―ヨーロッパ・キリスト教の裏表	
	 	 	新免 光比呂

 7  「琉球人」を演じる人びと	
	 	 	笹原 亮二

 8  日本人考古学者に仮装	
	 	 	関 雄二

 10  ◯◯してみました世界のフィールド 

コミケサークルにおける参与観察	
阮 立

 12  みんぱくInformation

 14  想像界の生物相 

人面有翼の天馬ブラーク	
小林 一枝

 16    新世紀ミュージアム 

雲仙岳災害記念館	
日髙 真吾

 18  手芸考 
 針仕事を引き継ぐ	 	  
笠井 みぎわ

 20  ながなんぢゃ 

ヘボい虫？	クロスズメバチ	
坂本 昇

 21 次号予告・編集後記

月刊

7月号目次

　
昨
年
、
国
際
交
流
基
金
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
文
化
交

流
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
。
街
並

み
は
、
日
本
と
は
全
く
異
な
る
。
広
告
や
電
柱
が
見
当

た
ら
ず
、
街
全
体
が
公
園
の
よ
う
に
緑
に
恵
ま
れ
、
道
幅

は
広
く
、
ゴ
ミ
も
落
ち
て
い
な
い
。
車
や
人
が
少
な
い
か

ら
か
、
整
然
と
し
て
い
て
逆
に
活
気
が
な
い
ほ
ど
。
こ
れ

か
ら
の
変
化
が
楽
し
み
な
国
で
あ
る
。

　
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
に
は
、
ナ
ヴ
ォ
イ
劇
場
が
あ

る
。
こ
の
劇
場
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
人
抑

留
者
約
五
〇
〇
人
の
手
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
。
彼
ら
は

日
本
に
早
く
帰
れ
る
も
の
と
信
じ
一
生
懸
命
に
働
い
た
。

一
九
六
六
年
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
大
地
震
が
起
こ
り
、

タ
シ
ケ
ン
ト
市
も
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
が
、
ナ
ヴ
ォ
イ
劇

場
だ
け
が
整
然
と
そ
び
え
立
ち
、
人
々
の
避
難
場
所
と

な
っ
た
。
親
日
家
で
あ
る
ウ
ズ
ベ
ク
人
は
、
そ
の
と
き
の

感
謝
を
忘
れ
て
い
な
い
。

　
私
が
約
五
年
舞
台
衣
装
を
手
掛
け
、
二
〇
一
六
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
も
公
演
を
し
た
和
太

鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
D
R
U
M 

T
A
O
。
世

界
観
客
動
員
数
七
〇
〇
万
人
を
誇
る
彼
ら
も
こ
の
ナ
ヴ
ォ

イ
劇
場
で
公
演
を
行
っ
た
。
世
界
が
求
め
る
日
本
の
伝
統

技
術
の
未
来
に
向
け
た
挑
戦
を
衣
装
と
共
に
魅
せ
た
。

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
中
、
私
の
母
が
ヒ
ロ
イ
ン
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
N
H
K
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
」が
放
映
さ
れ
て
い
た
。
私
も
現
地
で
観
た
が
、

初
め
て
外
国
で
吹
き
替
え
版
を
観
た
。
日
本
人
の
私
か

ら
す
る
と
違
和
感
が
あ
り
、
日
本
の
情
緒
や
空
気
が
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ウ
ズ
ベ
ク
語
に
置
き
換
え
る
と
、
映

像
が
日
本
の
ド
ラ
マ
で
も
、
ア
ジ
ア
の
ど
こ
の
国
の
ド
ラ

マ
か
分
か
ら
な
い
。
私
た
ち
は
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
映
画
を

観
て
も
、
イ
タ
リ
ア
語
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
魅

せ
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
映
画
が
好
き
に
な
る
。
日
本
の
文
化

を
発
信
す
る
と
共
に
日
本
語
も
併
せ
て
発
信
す
る
こ
と
は

重
要
だ
と
思
っ
た
。

　
今
年
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
。
一
九
九
一
年

に
ソ
連
よ
り
独
立
し
、
長
い
間
鎖
国
状
態
が
続
い
て
い
た

が
、
今
年
で
日
本
と
の
外
交
樹
立
二
五
周
年
を
迎
え
る
中

央
ア
ジ
ア
の
一
国
と
し
て
今
後
重
要
な
国
で
あ
る
。
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
ロ
マ
ン
に
溢
れ
る
地
域
で
、
日
本
に
対
す
る
好
感

度
が
高
く
、
日
本
語
の
普
及
に
も
熱
心
だ
。
そ
の
一
方
で
、

私
た
ち
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
国
で
、
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。街
全
体
が
白
一
色
で
、ベ
ル
デ
ィ

ム
ハ
メ
ド
フ
大
統
領
の
も
と
、
た
っ
た
一
〇
年
程
で
徹
底
し

た
美
し
い
国
づ
く
り
を
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
二
〇
一
三
年
に
、

大
統
領
の
一
声
で
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
放
送
さ
れ
、
よ

り
一
層
日
本
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
今
後
、
ト
ル

ク
メ
ニ
ス
タ
ン
独
自
の
文
化
を
残
し
な
が
ら
、
日
本
文
化

と
互
い
に
刺
激
し
合
え
れ
ば
素
敵
だ
。


